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・地域医療とは：対象は全国民！？その広さと深さ・多様さ
地域医療とは、地域（コミュニティ）に住む人が適切な医療を受けられるようにするための仕組みであり、営みです。その対象は都市部だけでなく、医療機関の少ない地方や過疎地域、さらには離島医療まで多岐にわたります。離島や過疎地では、医療従事者の不足や交通の制約といった独自の課題があり、遠隔医療や巡回診療といった工夫が求められます。こうした環境の違いを理解し、それぞれに適した医療提供の方法を考えることが重要です。
本ワークでは、地域医療の幅広さを学びながら、それぞれの課題にどのように対応できるかを考えます。

・今回のワーク概要：
本ワークでは、地域医療の現場で直面する具体的な課題について考え、解決策を模索します。診療所や病院の機能だけでなく、訪問診療や介護福祉、予防医療、災害医療、さらに離島医療における課題にも目を向けます。特に、限られた医療資源の中でどのように連携し、効率的に医療を提供できるかについて、具体的な事例をもとに議論を進めます。
また、本ワークでは学生が主体的に課題解決を考えることを重視します。単なる知識の習得にとどまらず、地域ごとの特色や具体的な政策、社会的背景を踏まえた医療のあり方を、自ら考え、提案し、議論することで、実践的な視点を養います。
地域医療の現場では、多くのステークホルダーが参加しており、決まった答えが一義に出せず、その地域に最も適した解決策（合意形成）を見出すことが求められます。学生自身が主体的に考え、行動することで、今後の医療の在り方についてより深く学べる機会となるでしょう。

・到達目標：
本講義とワークを通じて、以下の目標達成を目指します。
1） 地域医療の基本的な概念・課題・政策・解決を理解すること
2） 離島・へき地医療を含めた地域ごとの医療課題と解決を深く考える
3） 診療・病院経営・医療連携・自治体政策の関係性とそれぞれの限界を学ぶこと
4） 学生自身が主体的に課題解決の方法を考えられるようになること
5） 街づくりや地方創生、人口減少を理解し、多角的な視点を持つこと
本ワークでは、地域医療の診療から医療連携、自治体と政策の関わり、さらには街づくりや地方創生、離島医療の課題まで、幅広い視点を学びます。そして何より、皆さん自身が地域医療の未来を考え、主体的に解決策を模索することを大切にしています。
地域の医療を支えるために、自分たちに何ができるのか、一緒に考えてみませんか？
多くの皆さんのご参加をお待ちしています！
